
【
11
月
27
日
】

高
山
市
農
業
委
員
会…

9
名

◉
テ
ー
マ

農
業
振
興
に
つ
い
て

◦
主
な
意
見

◦�

高
山
市
の
農
畜
産
物
を

全
国
へ
P
R
や
、
海
外

の
販
路
開
拓
へ
の
取
り

組
み
を

◦�

青
年
就
農
給
付
金
に
つ

い
て
、
国
の
制
度
の
対

象
外
の
方
に
市
独
自
の

支
援
を

◦�

学
校
給
食
で
の
地
元
農

畜
産
物
の
利
用
促
進
等
、

地
産
地
消
の
推
進
を

◦�

捕
獲
獣
処
分
地
の
確
保

を
◦�

堆
肥
の
活
用
方
法
を
確

立
し
、
畜
産
農
家
の
規

模
拡
大
へ
の
取
り
組
み

を
き
な
力
と
し
て
い
き
た
い

と
い
う
思
い
が
地
域
と
学

校
で
確
認
さ
れ
、
そ
う
し

た
機
運
に
よ
り
「
学
校
運

営
協
議
会
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
）」
の
立

ち
上
げ
に
向
か
っ
た
。

大
切
に
す
る
教
育

②�

教
員
の
兼
務
辞
令
に
よ

る
小
中
の
交
流
と
連
携

③�

教
科
教
室
（
教
科
独
自

の
学
習
環
境
）
の
活
用

④�

小
学
校
で
の
教
科
担
任

制
の
導
入

⑤�

き
め
細
や
か
な
習
熟
度

指
導
体
制
の
実
施

⑥�

白
川
村
の
一
貫
教
育
の

3
つ
の
特
色

◦�

ど
の
子
に
も
確
か
な
学

力
を
は
ぐ
く
む
教
育

◦�

地
域
に
根
差
し
た
故
郷

学
習
を
推
進
す
る
学
校

◦�

英
語
学
習
を
充
実
し
国

際
理
解
力
を
は
ぐ
く
む

学
校

【
成
果
と
課
題
】

▪�「
確
か
な
学
力
の
定
着
」

に
つ
い
て
有
効
で
あ
る

▪�「
ふ
る
さ
と
学
習
」「
英

語
学
習
」
な
ど
、
9
年

間
一
貫
し
て
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る

▪�

一
貫
教
育
は
、
教
員
の

資
質
向
上
、
授
業
力
向

上
の
場
と
し
て
有
効
で

あ
る

課
題
と
し
て
は
、
こ
れ

か
ら
の
地
域
力
低
下
が
心

配
さ
れ
る
が
、
各
地
区
の

力
を
結
集
し
、
一
つ
の
大

発
足
に
あ
た
っ
て
は
、

白
川
中
学
校
の
敷
地
内
に

小
学
校
校
舎
を
新
築
、
中

学
校
校
舎
に
つ
い
て
は
大

規
模
改
修
を
行
い
、
渡
り

廊
下
（
ふ
れ
あ
い
ブ
リ
ッ

ジ
）
で
両
者
を
繋
ぐ
構
造

と
し
た
。

そ
の
後
、
地
域
と
の
か

か
わ
り
を
よ
り
重
視
す
る

見
地
か
ら
、
平
成
25
年
に

学
校
運
営
協
議
会（
コ
ミュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
）
を
立

ち
上
げ
た
。

【
小
中
一
貫
教
育
の
取
り

組
み
】

①�

共
通
の
教
育
目
標
、
指

導
理
念
に
よ
り
、
9
年

間
の
学
び
の
連
続
性
を

【
概
要
】

▪�
児
童
生
徒
数
（
平
成
26

年
）

小
学
校
…
96
名

8
ク
ラ
ス（
特
別
支
援
2
）

中
学
校
…
61
名

4
ク
ラ
ス（
特
別
支
援
1
）

▪�

学
校
統
合
と
校
舎
建
設

白
川
小
学
校
の
児
童

数
減
少
に
加
え
、
平
瀬

小
学
校
が
複
式
の
小
規

模
校
で
あ
っ
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
小
学
校
の
統

合
と
あ
わ
せ
、
小
中
一

貫
教
育
に
取
り
組
む

「
白
川
郷
学
園
」
が
平

成
23
年
に
発
足
し
た
。

問
廃
止
と
な
る
教
職
員
住

宅
の
今
後
の
対
応
は
。

答
基
本
的
に
は
建
物
を
撤

去
し
、
土
地
の
売
却
等
を

検
討
し
て
い
る
が
、
廃
止

す
る
施
設
の
中
に
は
、
学

校
や
保
育
園
に
隣
接
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
一

体
的
に
土
地
の
有
効
活
用

が
で
き
な
い
か
検
討
し
て

い
く
必
要
も
あ
る
。

3
名
、
本
郷
学
校
教
職
員

住
宅
2
号
に
10
名
、
栃
尾

学
校
教
職
員
住
宅
1
号
に

8
名
入
居
し
て
い
る
。

問
今
回
、
ど
の
よ
う
な
基

準
で
廃
止
を
決
め
た
の
か
。

答
特
に
基
準
は
定
め
て
お

ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

の
状
態
を
確
認
し
、
老
朽

化
や
今
後
の
修
繕
の
必
要

性
等
を
鑑
み
検
討
し
た
。

文教産業委員会
付
託
議
案
の
審
査

◆
議
第
86
号

高
山
市
学
校
教
職
員
住

宅
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
（
特
定
公
共
賃
貸
住

宅
の
一
部
の
学
校
教
職

員
住
宅
へ
の
変
更
、
学

校
教
職
員
住
宅
の
一
部

の
廃
止
）

問
現
在
の
教
職
員
住
宅
の

入
居
状
況
は
。

答
現
在
、
10
棟
34
部
屋
あ

る
が
、
そ
の
う
ち
、
荘
川

学
校
教
職
員
住
宅
2
号
に

行
政
視
察
の
報
告

11
月
10
日
、
大
野
郡
白
川
村
に
あ
る
白
川
郷
学
園
（
白

川
村
立
白
川
小
学
校
・
白
川
中
学
校
）
で
、
小
中
一
貫
教

育
に
つ
い
て
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

分
野
別
市
民
意
見

交
換
会
の
報
告

児童生徒が互いの校舎を行き来する「ふれあいブリッジ」

小中学校を併設し、小中一貫教育に取り組んでいる白川郷学園

小・中をつなぐ
「ふれあいブリッジ」

小学校中学校

委員会報告
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